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テスラについての一考察   2017.7.13 桑原敏行 

テスラの２０１６年の販売はわずか８万台。トヨタの１／１００の販売台数にも
かかわらず、時価総額はＧＭを上回り、トヨタ、ＶＷに次いでいる。 

一つの要因は、クルマの原動力をはじめとする主要部品が、部品点数が少なくてすむ電気系部品で
あることにより、クルマ造りを「すりあわせ」型から、部品の「組み合わせ」型に変更できたこと。 
 

二つ目は、他のカーメーカーが実用性重視のＥＶを目指したのに対して、テスラ社はじめから究極の
スーパーカーを目指し、パワーソースといった中核技術のみにリソースを集中し、他のありふれた部
品はすべて外注するという作戦をとったこと。 
 

三つ目は、ビジョンを打ち上げ、期待値を高めて、株式市場からの資金をベースに、自動車業界・ＩＴ業
界から人材を集め、投資の好循環を行っていること。 
 

今後のテスラの発展のためには、「２０１７年発売の量販車種モデル３を品質高く生産できるかどうか」、
「２０１７年から稼働を開始したギガファクトリーによりリチュームイオン電池のコスト低減を図ることが
できるかどうか」、そして「充電時間の長さや充電施設の不足といったユーザーの充電についての不
満をどう解消していけるかどうか」が今後の課題と思われる。 
 

因みに、ＣＥＯであるイーロン・マスクは、テスラ社だけでなく、宇宙開発事業会社スペースＸ、太陽エ
ネルギー利用の発電会社ソーラシティ、地下トンネルで自動車を台車に載せて丸ごと移動させるボア
リングカンパニーを立ち上げて運営している。パワフルな事業家である。 

６兆円の時価総額  

モデルＳ 

部品点数が多く「すりあわせ」技術が重要で参入障壁が高いと言われる自動車業界において、設立後
わずか１０数年というわずかな期間で成果を上げることができたのは何故かを考察してみた。 

モデル３ 



テスラ model-X試乗会 
                    2017年6月8日 深井吉男 

2017.6.8 近未来モビリティ研究会活動 

20inch位ありそうな 
巨大なﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ 

Google map 

Rear view monitor 

ｵｰﾅｰ様のご厚意で話題の電気自動車テスラ model-Xに試乗させていただき
ました。全長×全幅×全高：5037×2070×1680mmで、重量2.5ﾄﾝの巨大
な車ですが、強力なﾓｰﾀｰで、すさまじい加速力を発揮します。 

室内はｾﾝﾀｰｺﾝｿｰﾙの一等地に巨大なﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲがﾃﾞﾝと置かれていて、ﾀﾌﾞ
ﾚｯﾄ端末の様に操作できます。 

噂通り、従来の自動車の概念を変えてしまうような、驚きの車でした。 

 

ﾘｱﾄﾞｱは“ﾌｧﾙｺﾝｳｲﾝｸﾞ”と言って、 
途中で折れ曲がって開きます。 

日本の狭い道では 
少々持て余す大きさです 
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MVF 

1. 1960年代SFの世界、未来の「夢の動力源」は原子力だった。 

2. これ迄西部劇中心のTV・映画界が新コンテンツを求めこの 
年代の原潜・空母就航と大量原発建設からヒントを得たのかも。 

3.船舶で実用化され、飛行機・ロケット・機関車でも開発 
されたが、重量と放射能遮蔽が壁となり結局実現できてない。 

4.現在稼働中の原子力動力の乗り物は全て船で184隻。 

バットマンカー(1966) サンダーバード2号(1965) ディスカバリー号(1968) 

シービュー号(1961) マイティ号(1968) 
鉄腕アトム 

(1963) 
ドラえもん 

(1969) 

夢の動力源 〜1960年代のSFにみる   2017.5.11 

ノーチラスSSN-571 
(1954) 

エンタープライズCVN-65 
(1961) 

世界の年別原子力発電設
備容量と運転開始基数 

コンベアNB-36H(1957打切) オリオン計画(1963打切) 米原子力委X-12(1954図面) 



超小型電気自動車のカテゴリーを考える 
                    2017年4月13日 和田政信 

日本における超小型電気自動車の市場導入の可能性を、警察庁所管の道路交通法(道交
法）と国土交通省所管の道路運送車両法（車両法）から考えてみた。 
 MVFの考える、乗員3~4人の超小型電気自動車の導入は低速車又は軽自動車カテゴリー
として日本では導入できない。 

 国交省の検討している、超小型モビリティーのガイドラインの市販車適用は難しい、できた
としても乗員2人でMVFの考えている乗員3~4人としては使えない。 

 国交省は軽検協の設立まで車両法で規定している。軽自動車の規格変更は期待できない。 

 電動アシスト自転車を自転車として認めさせたヤマハの渉外力は素晴らしい。 

（１）歩道を走行できるモビリティー 

身体障害者用 
電動車椅子 

警察庁所管 
歩行者扱い 

1人乗り 
最高速6Km 
モーター駆動 

全長120ｃｍ以下 
全幅70ｃｍ 
全高109ｃｍ 

  

電動歩行補助車 
シニア―カー 

警察庁所管 
歩行者扱い 

1人乗り 
最高速6Km 
モーター駆動 

全長120ｃｍ以下 
全幅70ｃｍ 
全高109ｃｍ 

  

（２）一般道を走行できるモビリティー 

電動アシスト 
自転車 

警察庁所管 
自転車扱い 

1人＋幼児 
最高速24Km 
 

人力と電力補助 
10Km以下1：２ 
24Kmでゼロ 

ヘルメットは幼児・児
童への着用努力義務
のみ。 

普通自転車 
（側車・牽引車な 
し、2・3輪車） 

警察庁所管 
（保安基準の 
対象外） 

1人＋幼児 
最高速60Km 
ブレーキ装備 

全長190cm以下 
全幅60cm 
 

ヘルメットは幼児・児
童への着用努力義務
のみ。 

第一種電動4輪原付自
転車 

国交省所管 
保安基準適用 

1人＋３０Kg 
最高速60Km 
定格出力0.6Kw 

全長250cm以下 
全幅130cm 
全高200cm 

シートベルト装備・、 
ヘルメット着用免除 

超小型モビリティー 
国交省所管 
ガイドライン 

2人 
最高速30Km 
定格出力8Kw 

全長250-340cm 
全幅130-148cm 
全高200cm 

安全基準適用免除検
討中、シートベルト装
備要 

軽規格の低速車 
国交省所管 
保安基準適用 

4人 
最高速20Km 
定格0.6Kw以上 

全長340cm以下 
全幅148cm 
全高200cm 

シートベルト装備免
除、灯火器・ブレーキ
は基準適用 
 

（３）一般道・高速道を走行できるモビリティー（普通自動車は省略） 

軽自動車 
国交省所管 
保安基準適用 

4人 
最高速60/100Km 
定格0.6Kw以上 

全長340cm以下 
全幅148cm 
全高200cm 

 安全基準フル適用 

小型自動車 
国交省所管 
保安基準適用 

10人 
最高速60/100Km 
定格出力12Kw 

全長470cm以下 
全幅170cm 
全高200cm 

 安全基準フル適用 

2017.4.13 近未来モビリティ研究会活動 



EVFの下部組織である近未来モビリティ研究会は 
毎月研究テーマ発表会を実施しています。 

３月のテーマは「Technology Harvest」でした 

ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹ ＨＡＲＶＥＳＴとは 

過去の技術が有するポテンシャルの可能性に再注目し、見過ごしてき特性
を新たな視点で引きだそう（刈り取る）という考え方です。 

新たな視点とは、専門分野以外の人から見た独創的に視点です。 

専門分野の人は、固定観念で決めつけて見る傾向があります。 

 

 

2017.3.9 近未来モビリティ研究会活動 

以下は古くからある“圧電素子”の新しい使い方の例です 

病院のベッドの足に装着して患者の見守り用に 

圧電素子 

駐車場に設置して乗員の有無検知に 車両通過検知に 



2017.2.9 近未来モビリティ研究会活動 

EVFの下部組織である近未来モビリティ研究会は  
毎月研究テーマ発表会を実施しています。  
２月のテーマは「“普通じゃない小さな”クルマたち」 

純日本製(ﾐｾﾞｯﾄ） 
全長＜２．８ｍ 
全幅＜１．３ｍ  
１９年１３万キロ走行 
ガソリン車↓ 

イタリア生まれ（ｼﾞﾗｿｰﾚ） 
全長＜２．４ｍ 
全幅＜１．３ｍ  
１０年５万キロ走行 
電気自動車↓ 

メンバー所有 
小さなクルマの 
実際の使い方紹介 

小さなエネルギー消費 
ゆえ自給自足も可能 
 
太陽光と風力発電だけ
で数か月間走行！ 

小さな発電機搭載で田舎～都会の長距離走行も可能 

田舎  ⇔  途中充電  ⇔   都会 

発電機 
で 
充電中 

小さなクルマ、駐車スペース・小回りなどとても使いやすく実用性も充分！ 
なんとか日本で超小型モビリティを実現させたい！ まずは田舎の特区から⁉ 

欧州で実用使用されてるが 
日本が小さなクルマの原点⁉ 



2017.1.10 エコプロ2016の展示が記事になりました 

フジサンケイビジネスアイ紙記事（2017.1.10） 



EVFは超小型電気自動車（EV)の開発・活用を提案しています 
１）超小型EVはこんな特徴を持っています 

• 排気ガスが出ない 
• 走行音が静か 
• 自宅や出先でも充電できる 
• 運行費が安い 
• 運転しやすい、小回りしやすい 
• おとな４人が楽に乗れる 
• 用途に合った設計・デザインができる 

 
２）超小型EVはこんな場面で活躍できます 

• 地方都市の交通過疎地で高齢者の手軽な移動手段として 
• 観光地で人に優しくクリーンで安全な乗り物として 
• アジア諸国で多数使用されている超小型タクシー（トライシクル、オートリキ

シャ等）の代替として 
 
 
 
 
 

 
 
３）超小型EVはこんな作り方をします 

• 高品質・低価格の共通ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ 
• 市場ニーズに合わせた様々な上屋 

 
 
 
４）超小型EVは色々なデザインが自由に作れます 

EVFが提案する超小型電気自動車 
 EVF proposes to develop Ultra small electric vehicle 

NPO法人環境ベテランズファーム(EVF) Environmental Veterans Firm 

EVFのホームページは http://www.evfjp.org/         お問い合わせ、ご意見などは goiken@evfjp.org 

http://www.evfjp.org/
mailto:goiken@evfjp.org

